
よ
つ
や
な
ぎ
は
く
さ
ん
し
た

石
押

四
柳

白
山
下
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
羽
昨
市
四
柳

２
　
調
査
期
間
　
　
第
二
次
調
査
　
一
九
九
五
年

（平
７
）
四
月
１

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
硼
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
保
存
協
会

４
　
調
査
担
当
者
　
川
畑
　
誠

・
澤
辺
利
明

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
中
期
―
古
墳
時
代
中
期
、
奈
良
時
代
ｔ
平
安
時

代
前
期
、
鎌
倉
時
代
―
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
街
出
土
遺
構
の
概
要

四
柳
白
山
下
遺
跡
は
、
国
道

一
五
九
号
線
鹿
島
バ
イ
パ
ス
改
築
工
事
に
伴
う

も
の
で
、
二
〇
〇
〇
年
ま
で
に

七
次
に
わ
た
り
調
査
が
行
な
わ

れ
た
。
本
報
告
は
そ
の
第
二
次

調
査
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
遺
跡
は
能
登
半
島
基
部
の

西
側
に
位
置
す
る
。
北
西
部
の

動

眉
丈
山
地
と
南
東
部
の
石
動
山

氷

系
の
碁
石
ヶ
峰
山
地
に
挟
ま
れ

た
邑
知
潟
低
地
帯
の
南
東
寄
り

に
立
地
し
、
碁
石
ヶ
峰
山
地
を
開
析
し
て
邑
知
潟

へ
流
れ
る
、
複
数
の
小
河
川

が
形
成
し
た
扇
状
地
扇
端
部
に
展
開
し
て
い
る
。
西
方
に
は
邑
知
潟
が
広
が
り
、

能
登
国
府

（現
七
尾
市
）
へ
向
か
う
古
代
の
北
陸
道
支
路
も
邑
知
潟
の
南
東
側

を
経
由
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
、
本
遺
跡
周
辺
は
水
陸
交
通
の
便
に
恵
ま
れ
て

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
遺
跡
で
は
縄
文
時
代
中
期
か
ら
中
近
世
に
か
け
て
の
複
数
の
生
活
面
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。

遺
構
と
し
て
は
井
戸

。
竪
穴
状
遺
構

・
溝

。
掘
立
柱
建
物
柱
穴
な
ど
を
検
出

し
、
遺
物
と
し
て
陶
磁
器

。
中
世
土
師
器

。
漆
器

・
木
製
人
形
な
ど
が
出
上
し

て
い
る
。
複
数
確
認
さ
れ
た
自
然
石
を
組
み
上
げ
た
井
戸
は
掘
立
柱
建
物
に
付

属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
紹
介
す
る
木
簡
は
Ｄ
地
区
第
正
面

（
一
四
世
紀
後
半
―
三
ハ
世
紀
）
の
一

号
井
戸
か
ら
出
土
し
て
い
る
。　
一
号
井
戸
は
平
面
円
形
を
呈
し
た
石
組
み
井
戸

で
、
径
約

一
六
〇
伽
深
さ
約
人
○
伽
を
測
る
。
井
戸
底
に
自
然
石
を
敷
き
、
そ

の
下
に
墨
書
し
た
板
が
埋
め
ら
れ
て
い
た
。
埋
土
か
ら
は
漆
器
椀
が
出
土
し
て

い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

四
文柳
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年
号
の
記
さ
れ
て
い
る
面
が
表
と
思
わ
れ
る
。
右
側
が
欠
損
し
て
い
る
。
上

端
は
斜
め
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
来
の
形
状
は
駒
形
で
あ
っ
た
と
想
定

さ
れ
、
右
半
分
が
欠
損
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
径
約
工
ｍｍ
の
穴
が
穿
た

れ
て
お
り
、
釘
な
ど
で
打
ち
付
け
ら
れ
て
い
た
か
、
紐
な
ど
で
吊
り
下
げ
ら
れ

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
井
戸
底
に
埋
め
ら
れ
る
前
は
、
近
辺
に
掲
示
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
表
面
に
目
立

っ
た
風
化
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
掲
示
は
比
較
的
短
期
間
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
木
簡
に
記
さ
れ
て
い

る
文
字
は
、
か
な
り
癖
の
あ
る
く
ず
し
方
で
あ
る
。
裏
面
の
終
わ
り
三
行
に
は

名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
「文
明
十
七
年
」
は

一
四
人
五
年
で
、
遺
構
の
年
代
観
と
合
致
す
る
。

９
　
関
係
文
献

①
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
保
存
協
会

『⑩
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
県
存
協
会
年

報
』
七
盆
九
九
六
年
）

（加
藤
克
郎

（石
川
県
教
育
委
員
会
し
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